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川家は旭区今宿南町（旧都岡村日景）に所在

する農家である。屋号をナカムラと称するこ

とや、過去帳に元禄没年の先祖が認められる

ことから、300年以上の歴史を持つ有力な家であること

がうかがわれる。

　屋敷地は帷子川に矢指川が合流する場所の下流南岸、

帷子川に沿う道の南に所在し、南西に丘陵を背負った緩

斜面に構える。そして道から少し南に上がった平場に、

主屋を東面して構える。日景の旧小字名は、この丘陵を

背負った立地にちなむものであろう。なお、本来の新川

家は帷子川の北岸、現在の国道16号線側に所在したらし

いが、火災に遭遇したため現当主の祖父（明治18［1885］

年生まれ）が4歳の時に現在地に移転して住宅を新築した

と伝える。したがって現在の主屋は明治22［1889］年頃の

建築ということになる。

　主屋は間口7間半（約13.7m）・奥行4間半（約8.2m）・

入母屋造・茅葺部分を主体に、背面と両側面に適宜空間

を付加して生活の利便に供している。

　間取りの基本は、正面向かって右側（北側）に土間を設

け、土間の左側（南側）を上手として田の字型に4室を構

えるいわゆる4間取り形式である。新川家の場合、上手

の座敷（デイ）だけは棹縁天井を設けるが、残る3室と土

間は根太天井とし、天井裏を中2階として養蚕に利用し

ていた。神奈川県下の近世古民家は、土間境に広間と呼

ばれる1室を構え、その上手に2室を加えたいわゆる広間

型3間取りが一般的で、4間取り民家は一部の地域や階層

に限られていた。しかし幕末から明治にかけて広間を前

後に2分して4間取りに変化する事例、つまり広間型3間

取りから4間取りヘの変化が進み4間取りが一般化する。

　一方、入母屋造・茅葺き屋根は両側面がいわゆる兜状

である点が特徴である。神奈川県下における茅葺民家の

屋根形式は寄棟造が多く、入母屋造は旧津久井郡を中心

に分布し、相模川流域や境川と引地川両岸および県東北

部の旧都築・橘樹郡にも確認される。また、兜状の屋根

は入母屋造の分布地域と一致する。屋根を兜状にする理

由は中2階への通風換気目的に窓を設けるためで、土間

側に中2階を設けることが先行したため、まず土間側の

屋根が兜状に変化し、後に居室側の側面屋根も兜状に変

化するものが現れた。

　旧津久井郡における中2階と兜状屋根の発達は、養蚕

の盛行が要因である。そもそも入母屋造の屋根形式自体、

屋根裏における通風換気に配慮したものであった。そし

て旧津久井郡やそこに隣接する山梨県東部・東京都奥多

摩地域では、幕末頃から屋根裏を多層に区画して入母屋

造の破風や兜状屋根に工夫を凝らした独特の養蚕民家を

生み出した。

　以上、新川家住宅の主屋はその屋根形状において旧津

久井郡周辺に展開した養蚕民家の成熟した形式の影響を

伝えており、間取りにおいて広間型3間取りが4間取りへ

変化した形式を示している。したがってその建築年代が

明治22年頃と伝えられていることは妥当である。横浜市

域では茅葺き屋根自体大変珍しい存在になったが、入母

屋造の茅葺き屋根はさらに稀少な存在である。その茅葺

き屋根の修理が昨年行われた。古写真や聞き取りから判

明する川崎・横浜・相模原地域にかけての入母屋造の茅

葺き屋根は、破風（屋根両端の3角形の部分）の屋根形状

が独特の曲線と曲面によって構成されている。近在に茅

葺き職人がほとんどいなくなってしまった昨今、こうし

た地域色の強い茅葺きを継承することは困難であった。

しかし工事を請け負った市川茂さんと茅葺きを施工した

京都・美山の中野誠さんが、新川さんの記憶や各種資料

を検討して、かつての破風形状の再現に挑んでくれた。

今回の屋根修理は、茅葺きの地域色継承という点におい

ても重要な事業であった。なお、新川家の茅葺き主屋は、

現在もすまいとして３世代のくらしが営まれている。し

かも主屋裏手の屋敷地（雑木林の丘陵）は里山の風情をよ

く留めている。このように新川家は、横浜の原風景の一

端を景観・建築・茅葺き技術・くらしのいずれにおいて

も継承している点ですばらしい。

　平成24年12月8日、「日吉の近代建築」

をテーマに、第34回歴史を生かしたま

ちづくりセミナーが開催された。（主催：

慶應義塾大学アート・センター、横浜市）

　吉田鋼市氏（横浜国立大学大学院教

授）からは、慶應義塾大学日吉キャンパ

ス開設の歴史や、キャンパス内に現存

する近代建築の価値について講演が行

われた。ついで23年度実施された日吉

寄宿舎南寮の保全工事の設計を担当した

（株）三菱地所設計 細見聡氏・森下昌司

氏による工事報告では、創建時の外壁

タイルやサッシ等の意匠をできる限り

踏襲するためにどのように検証を重ね

たか紹介された。また、フォーラムで

は、都倉武之氏(慶應義塾福澤研究セン

ター准教授)により、慶應義塾の学生の

気風や寄宿舎での生活ぶりが語られた

後、渡部葉子氏（慶應義塾大学アート・

センター教授）の進行により、前述の4名

新
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撮影：米山淳一

横浜ゆかりの彫刻が生み出されたアトリエ

～「井上信道の彫刻とアトリエ」展～

　「Open ! HERITAGE」

は、普段見ることのできな

い歴史的建造物を見る貴重

な機会として、横浜歴史資

産調査会との共催により、

今回で4回目を迎えるイベ

ントで、旧保土ケ谷宿を会

場に、都心部以外では初め

ての開催となった。

　旧保土ケ谷宿は、旧東海

道の宿場として日本橋から

数えて4番目。約2kmにわ

たる宿内がL字型に曲がる

全国でも珍しい宿場で、沿道には旧本陣

や旅籠の面影を伝える歴史的建造物など

が残り、宿場として栄えていた往時を偲

ばせている。

　当日は、約240名の市民が参加し、横

浜国立大学大野敏准教授のミニ解説を交

えながら、旧本陣である軽部家や旅籠を

営んでいた金子家、創建が元禄時代と伝

えられる大仙寺の本堂や山門などを見

学。普段見ることのできない歴史的資産

などから、地域の歴史を身近なものとし

て感じる機会となっていた。

大仙寺での解説の様子　　撮影：米山淳一

軽部家での解説の様子金子家での解説の様子

山手234番館での展示の様子　　撮影：南信一郎

　平成22・23年度に引き続き、文化遺産

を活かした観光振興・地域活性化事業（文

化庁）の採択を受け、ヨコハマヘリテイジで

は年間を通じてセミナーの実施や近代建築

資産に関する調査を行っ

ている。

　今年度も、市民向け

セミナー、人材研修会、

調査研究事業を実施し

た。市民向けセミナーで

は、「復興が転機となった

横浜の近代建築」をテーマに、関内周辺の

防火帯建築群や、紅葉坂に残る前川國夫

設計のモダニズム建築など、これまで歴史

的建造物としてあまり注目されてこなかった戦

後の建築に焦点を当てたセミナーと見学会を

実施した。

吉田町での防火帯建築の見学会セミナーの様子

文化遺産を活かした観光振興・
地域活性化事業

コンサートinヘリテイジ
「ピアノが案内する横浜の歴史とまちVol.2」
　横浜の歴史的建造物やまちの魅力を伝

えるコンサートをベーリックホールで開

催した（平成25年2月2日）。昨年の大倉

山記念館に続く2回目で、ピアニストの

後藤泉氏による山手にちなんだ選曲と演

奏に、まちの成り立ちや建築の解説が加

わり、居留地に様々な国の文化が流れ込

んで来

た当時

の気分

を、山

手の西

洋館の居間でゆったりと楽しむコンサー

トとなった。

ピアノコンサートの様子

鉄道開通140周年記念シンポジウム「横浜の鉄道と横浜駅」
　平成24年は、鉄道が明治5［1872］年に

新橋・横浜間に開通して140周年にあたる。

ヨコハマヘリテイジでは、これを記念したシン

ポジウムを西区との共催で開催した（平成25

年1月20日）。西区は、横浜駅が立地し、

駅の変遷や鉄道の歴史がまちの形成に深く

関わってきた区である。

　第1部の基調講演では、青木祐介氏（横

浜都市発展記念館）から3代にわたる横浜

駅の歩みが紹介された。第2部では、小野

田滋氏（鉄道総合技術研究所）や堀勇良氏

（建築史家）、梅澤厚也氏（西区区政推進

課長）をパネリストに迎え、米山淳一ヨコハマ

ヘリテイジ事務局長をコーディネーターに、パ

ネルトーク「東海道の鉄道遺産探検」が行わ

れ、ヨコハマヘリテイジのチームが東海道線

沿いの鉄道遺産を実際に歩いて調査した成

果が報告された。

　また、午後には桜木町～横浜駅間の鉄道

遺産を巡る見学会を実施した。当日は約200

名の参加者があり、港とともに横浜の産業や

まちを支えた鉄道の歴史を体感した。シンポジウム会場の様子（はまぎんホールヴィアマーレ）

　井上信道氏は、昭和50［1975］年に横浜

文化賞を受賞し、平成20年に99歳で亡

くなった彫刻家で、その作品は、横浜駅

西口コンコースや公園などで市民に親し

まれている。アトリエは、神奈川区にあ

る昭和初期の建物で、戦前から彫刻制作

を行い続けた場として、現在も作品とと

もに残されている。

　こうした彫刻とアトリエの紹介を

通じて、井上信道氏の軌跡を市民に

知ってもらうため、平成25年1月31

日から2月5日まで、山手234番館で

「井上信道の彫刻とアトリエ」が開催

された。

　会場となった山手234番館には、

氏が数多く制作した外国人の肖像彫

刻や未完となった最後の作品などが

Open！ HERITAGE in 旧保土ケ谷宿

展示され、彫刻によって西洋館のいつも

と違う表情を見ることもできた。

　また、神奈川大学内田研究室による井

上邸などの調査研究の内容がパネル展示

されたほか、最終日には、学生による研

究報告も行われ、多くの市民が熱心に耳

を傾けていた。

一般社団法人横浜歴史資産調査会
（YOKOHAMA HERITAGE）のとりくみ

によって、再び寄宿舎とし

て蘇った日吉寄宿舎の保全

工事の成果、近代建築の保

全と活用の意義について、

意見が交わされた。

　当日は、寄宿生による解

説付の日吉寄宿舎特別公開

（主催：慶應義塾大学）や、

『ヘ リ テ イ ジＤＡＹ in 港

北 !』と題し、セミナーと

併せて、港北区内の歴史的

建造物を公開する「港北

OPEN ! HERITAGE」（主

催：港北区）が開催され、

様々な形で歴史的建造物に

親しむことのできる一日と

なった。
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川家は旭区今宿南町（旧都岡村日景）に所在

する農家である。屋号をナカムラと称するこ

とや、過去帳に元禄没年の先祖が認められる

ことから、300年以上の歴史を持つ有力な家であること

がうかがわれる。

　屋敷地は帷子川に矢指川が合流する場所の下流南岸、

帷子川に沿う道の南に所在し、南西に丘陵を背負った緩

斜面に構える。そして道から少し南に上がった平場に、

主屋を東面して構える。日景の旧小字名は、この丘陵を

背負った立地にちなむものであろう。なお、本来の新川

家は帷子川の北岸、現在の国道16号線側に所在したらし

いが、火災に遭遇したため現当主の祖父（明治18［1885］

年生まれ）が4歳の時に現在地に移転して住宅を新築した

と伝える。したがって現在の主屋は明治22［1889］年頃の

建築ということになる。

　主屋は間口7間半（約13.7m）・奥行4間半（約8.2m）・

入母屋造・茅葺部分を主体に、背面と両側面に適宜空間

を付加して生活の利便に供している。

　間取りの基本は、正面向かって右側（北側）に土間を設

け、土間の左側（南側）を上手として田の字型に4室を構

えるいわゆる4間取り形式である。新川家の場合、上手

の座敷（デイ）だけは棹縁天井を設けるが、残る3室と土

間は根太天井とし、天井裏を中2階として養蚕に利用し

ていた。神奈川県下の近世古民家は、土間境に広間と呼

ばれる1室を構え、その上手に2室を加えたいわゆる広間

型3間取りが一般的で、4間取り民家は一部の地域や階層

に限られていた。しかし幕末から明治にかけて広間を前

後に2分して4間取りに変化する事例、つまり広間型3間

取りから4間取りヘの変化が進み4間取りが一般化する。

　一方、入母屋造・茅葺き屋根は両側面がいわゆる兜状

である点が特徴である。神奈川県下における茅葺民家の

屋根形式は寄棟造が多く、入母屋造は旧津久井郡を中心

に分布し、相模川流域や境川と引地川両岸および県東北

部の旧都築・橘樹郡にも確認される。また、兜状の屋根

は入母屋造の分布地域と一致する。屋根を兜状にする理

由は中2階への通風換気目的に窓を設けるためで、土間

側に中2階を設けることが先行したため、まず土間側の

屋根が兜状に変化し、後に居室側の側面屋根も兜状に変

化するものが現れた。

　旧津久井郡における中2階と兜状屋根の発達は、養蚕

の盛行が要因である。そもそも入母屋造の屋根形式自体、

屋根裏における通風換気に配慮したものであった。そし

て旧津久井郡やそこに隣接する山梨県東部・東京都奥多

摩地域では、幕末頃から屋根裏を多層に区画して入母屋

造の破風や兜状屋根に工夫を凝らした独特の養蚕民家を

生み出した。

　以上、新川家住宅の主屋はその屋根形状において旧津

久井郡周辺に展開した養蚕民家の成熟した形式の影響を

伝えており、間取りにおいて広間型3間取りが4間取りへ

変化した形式を示している。したがってその建築年代が

明治22年頃と伝えられていることは妥当である。横浜市

域では茅葺き屋根自体大変珍しい存在になったが、入母

屋造の茅葺き屋根はさらに稀少な存在である。その茅葺

き屋根の修理が昨年行われた。古写真や聞き取りから判

明する川崎・横浜・相模原地域にかけての入母屋造の茅

葺き屋根は、破風（屋根両端の3角形の部分）の屋根形状

が独特の曲線と曲面によって構成されている。近在に茅

葺き職人がほとんどいなくなってしまった昨今、こうし

た地域色の強い茅葺きを継承することは困難であった。

しかし工事を請け負った市川茂さんと茅葺きを施工した

京都・美山の中野誠さんが、新川さんの記憶や各種資料

を検討して、かつての破風形状の再現に挑んでくれた。

今回の屋根修理は、茅葺きの地域色継承という点におい

ても重要な事業であった。なお、新川家の茅葺き主屋は、

現在もすまいとして３世代のくらしが営まれている。し

かも主屋裏手の屋敷地（雑木林の丘陵）は里山の風情をよ

く留めている。このように新川家は、横浜の原風景の一

端を景観・建築・茅葺き技術・くらしのいずれにおいて

も継承している点ですばらしい。

平成24年12月8日、「日吉の近代建築」

をテーマに、第34回歴史を生かしたま

ちづくりセミナーが開催された。（主催：

慶應義塾大学アート・センター、横浜市）

吉田鋼市氏（横浜国立大学大学院教

授）からは、慶應義塾大学日吉キャンパ

ス開設の歴史や、キャンパス内に現存

する近代建築の価値について講演が行

われた。ついで23年度実施された日吉

寄宿舎南寮の保全工事の設計を担当した

（株）三菱地所設計 細見聡氏・森下昌司

氏による工事報告では、創建時の外壁

タイルやサッシ等の意匠をできる限り

踏襲するためにどのように検証を重ね

たか紹介された。また、フォーラムで

は、都倉武之氏(慶應義塾福澤研究セン

ター准教授)により、慶應義塾の学生の

気風や寄宿舎での生活ぶりが語られた

後、渡部葉子氏（慶應義塾大学アート・

センター教授）の進行により、前述の4名

新
大野 敏横浜国立大学大学院准教授

一般社団法人横浜歴史資産調査会 理事

撮影：米山淳一

横浜ゆかりの彫刻が生み出されたアトリエ

～「井上信道の彫刻とアトリエ」展～

「Open ! HERITAGE」

は、普段見ることのできな

い歴史的建造物を見る貴重

な機会として、横浜歴史資

産調査会との共催により、

今回で4回目を迎えるイベ

ントで、旧保土ケ谷宿を会

場に、都心部以外では初め

ての開催となった。

旧保土ケ谷宿は、旧東海

道の宿場として日本橋から

数えて4番目。約2kmにわ

たる宿内がL字型に曲がる

全国でも珍しい宿場で、沿道には旧本陣

や旅籠の面影を伝える歴史的建造物など

が残り、宿場として栄えていた往時を偲

ばせている。

当日は、約240名の市民が参加し、横

浜国立大学大野敏准教授のミニ解説を交

えながら、旧本陣である軽部家や旅籠を

営んでいた金子家、創建が元禄時代と伝

えられる大仙寺の本堂や山門などを見

学。普段見ることのできない歴史的資産

などから、地域の歴史を身近なものとし

て感じる機会となっていた。

大仙寺での解説の様子　　撮影：米山淳一

軽部家での解説の様子金子家での解説の様子

山手234番館での展示の様子　　撮影：南信一郎

平成22・23年度に引き続き、文化遺産

を活かした観光振興・地域活性化事業（文

化庁）の採択を受け、ヨコハマヘリテイジで

は年間を通じてセミナーの実施や近代建築

資産に関する調査を行っ

ている。

今年度も、市民向け

セミナー、人材研修会、

調査研究事業を実施し

た。市民向けセミナーで

は、「復興が転機となった

横浜の近代建築」をテーマに、関内周辺の

防火帯建築群や、紅葉坂に残る前川國夫

設計のモダニズム建築など、これまで歴史

的建造物としてあまり注目されてこなかった戦

後の建築に焦点を当てたセミナーと見学会を

実施した。

吉田町での防火帯建築の見学会セミナーの様子

文化遺産を活かした観光振興・
地域活性化事業

コンサートinヘリテイジ
「ピアノが案内する横浜の歴史とまちVol.2」
　横浜の歴史的建造物やまちの魅力を伝

えるコンサートをベーリックホールで開

催した（平成25年2月2日）。昨年の大倉

山記念館に続く2回目で、ピアニストの

後藤泉氏による山手にちなんだ選曲と演

奏に、まちの成り立ちや建築の解説が加

わり、居留地に様々な国の文化が流れ込

んで来

た当時

の気分

を、山

手の西

洋館の居間でゆったりと楽しむコンサー

トとなった。

ピアノコンサートの様子

鉄道開通140周年記念シンポジウム「横浜の鉄道と横浜駅」
平成24年は、鉄道が明治5［1872］年に

新橋・横浜間に開通して140周年にあたる。

ヨコハマヘリテイジでは、これを記念したシン

ポジウムを西区との共催で開催した（平成25

年1月20日）。西区は、横浜駅が立地し、

駅の変遷や鉄道の歴史がまちの形成に深く

関わってきた区である。

　第1部の基調講演では、青木祐介氏（横

浜都市発展記念館）から3代にわたる横浜

駅の歩みが紹介された。第2部では、小野

田滋氏（鉄道総合技術研究所）や堀勇良氏

（建築史家）、梅澤厚也氏（西区区政推進

課長）をパネリストに迎え、米山淳一ヨコハマ

ヘリテイジ事務局長をコーディネーターに、パ

ネルトーク「東海道の鉄道遺産探検」が行わ

れ、ヨコハマヘリテイジのチームが東海道線

沿いの鉄道遺産を実際に歩いて調査した成

果が報告された。

　また、午後には桜木町～横浜駅間の鉄道

遺産を巡る見学会を実施した。当日は約200

名の参加者があり、港とともに横浜の産業や

まちを支えた鉄道の歴史を体感した。シンポジウム会場の様子（はまぎんホールヴィアマーレ）

　井上信道氏は、昭和50［1975］年に横浜

文化賞を受賞し、平成20年に99歳で亡

くなった彫刻家で、その作品は、横浜駅

西口コンコースや公園などで市民に親し

まれている。アトリエは、神奈川区にあ

る昭和初期の建物で、戦前から彫刻制作

を行い続けた場として、現在も作品とと

もに残されている。

　こうした彫刻とアトリエの紹介を

通じて、井上信道氏の軌跡を市民に

知ってもらうため、平成25年1月31

日から2月5日まで、山手234番館で

「井上信道の彫刻とアトリエ」が開催

された。

　会場となった山手234番館には、

氏が数多く制作した外国人の肖像彫

刻や未完となった最後の作品などが

Open！ HERITATT GE in 旧保土ケ谷宿AA

展示され、彫刻によって西洋館のいつも

と違う表情を見ることもできた。

また、神奈川大学内田研究室による井

上邸などの調査研究の内容がパネル展示

されたほか、最終日には、学生による研

究報告も行われ、多くの市民が熱心に耳

を傾けていた。

一般社団法人横浜歴史資産調査会
（YOKOHAMA HERITATT GE）のとりくみ

によって、再び寄宿舎とし

て蘇った日吉寄宿舎の保全

工事の成果、近代建築の保

全と活用の意義について、

意見が交わされた。

当日は、寄宿生による解

説付の日吉寄宿舎特別公開

（主催：慶應義塾大学）や、

『ヘ リ テ イ ジＤＡＹ in 港

北 !』と題し、セミナーと

併せて、港北区内の歴史的

建造物を公開する「港北

OPEN ! HERITAGE」（主

催：港北区）が開催され、

様々な形で歴史的建造物に

親しむことのできる一日と

なった。

4

屋根を葺く美山の職人さんたち 見事に葺きあがった破風 新川家の皆さんを囲んで

新川家住宅主屋

いざな
よこはまの
原風景へ誘う

ひ かげ

はた ご

しの

こ あざ  な

かぶと

いり も   や

は　ふ

つ づき　　たちばな

さおぶち

Design : alpha design
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横浜市認定歴史的建造物に３件を認定！ 山手の西洋館２件、関内の近代建築１件を認定し、
認定件数は85件に

モダニズム建築の保全・活用と慶應日吉寄宿舎

旭

　横浜は関東大震災で大きな被害を受け

た。日本人同様、横浜で生活していた多く

の外国人たちも職場や住まいを失い、母国

や神戸などに避難した。横浜市は、外国人

の存在は横浜の復興に欠くべからざるもの

と考え、彼らの生活の拠点となる住宅を建

設することを企画し、内務省社会局長官と

同潤会会長宛に外国人向け市営住宅建設の

資金交付を申請した。その結果内務省から

10万円が交付され、日本で他に例のない外

国人向け市営住宅の供給が開始された。

　大正14［1925］年12月に根岸町鷺山に4

戸、同じく加層ノ上に1戸、大正15［1926］

年に山手に9戸、根岸町寺久保山に1戸、

昭和2［1927］年に山手に2戸が建設され、

入居希望者が多かったことから、さらに同

愛記念財団から10万円を借入し、昭和3

［1928］年山手に5戸、昭和4［1929］年に同

じく山手に7戸が建設され、昭和4年まで

に合計29戸の市営外国人住宅が誕生した。

　山手には条約改正後も広範囲にわたり永

代借地権が設定されていたが、関東大震災

後は永代借地権売却を希望する所有者が多

く現れたことから、横浜市は政府からの借

入金により永代借地権の買収を開始した。

市営外国人住宅の敷地は大正14年から昭

和2年にかけて永代借地権が抹消され、横

浜市の市有地となった土地だった。

　市営外国人住宅はすべて木造平屋建て

で、屋根はスレート葺きと瓦葺きの2種。

一戸あたりの規模は30坪から45坪まであ

り、35坪前後のものが多い。横浜市が同時

期に建設した一般向けの市営

住宅のうち最大規模の住宅で

も21坪で、15坪程度の住宅が

最も多かったことから考えれ

ば、外国人向け市営住宅は規

格外の大きさだったといえ

る。また、29戸の住宅は、規

模や間取り、外観ともに多様

であり、建設費にもかなりの

巾がある。昭和2年7月の横浜

市会での説明では､当初は同じ形式の

住宅を一定数建設する予定だったが、

外国人の事情に合わせさまざまな住宅

が建設されたという。外国人にとって

は、決して満足できる住宅ではなかっ

たに違いないが、現在確認できる市営

外国人住宅は、間取り、外観、インテ

リアいずれをとってもれっきとした洋

館に仕上がっている。

　当時の新聞によれば応募倍率は2.5倍

で、そこそこの人気を得ていたことがわ

かる。確かに最初期に建設された市営外

国人住宅は「西洋館」という華やかなイ

メージの住宅とはいささか異なり、簡素

でつつましやかな住宅だった。平成18年

に認定された山手89-8番館はこの時期の

市営外国人住宅である。一方、今回認定

された河合邸は最後期の市営外国人住宅

であることから、規模も大きく、外観に

も装飾的な要素を付け加え洋館らしさを

演出しており、外国人に好まれる住宅を

追求した成果が見てとれる。

　市営外国人住宅は、建設後しばらくは

外国人たちの住宅としてその役割を全う

した。しかし、第2次世界大戦開戦後外

国人たちは山手を去り、日本人に払い下

げられ戦後を迎えた。90年近くを経た今

日、確認できる市営外国人住宅はわずか

3棟である。

　外国人を対象にした市営住宅の建設は、

国際都市横浜ならではの震災復興事業だっ

た。市営外国人住宅事業の最初期に建設さ

れた山手89-8番館と最後期に建設された

河合邸の2棟が併せて認定されたことで、

横浜の震災復興の軌跡の一端をたどること

ができるようになった。設計は横浜市建築

課が担当しており、この2棟の市営外国人

住宅の違いは、「外国人の住まい」を真剣に

追求し、心から外国人に戻ってきてほしい

と願った当時の横浜市の切なる気持ちを表

しているといえるだろう。また、今日山手

に残る西洋館には、震災後外国人向けの借

家として建設されたとの由緒をもつ住宅も

多く、市営外国人住宅は市自らがあげた山

手復興ののろしだったのだ。併せて付け加

えれば、河合邸の認定はヨコハマヘリテイ

ジによる山手地区西洋館の再調査に端を発

したものである。山手の今後を考える契機

となることを期待したい。

　横浜の戦前創建のモダニズム建築も、

フェリス女学院10号館（昭和4［1929］年）

とインペリアルビル（昭和5［1930］年）が

すでに認定歴史的建造物となっている

し、海岸通りのエキスプレスビル（昭和5

年）、山下町の日本穀物検定協会横浜支

部（旧・耀堂ビル）（昭和7［1932］年）、伊

勢佐木町の不二家（昭和13［1938］年）な

ども健在である。モダニズム建築といっ

ても様々で、現実の建物はインペリアル

ビルや日本穀物検定協会横浜支部のよう

に、理念としてのモダニズム（荷重を支

持する壁をなくし、薄い面で包まれた

ヴォリュームとしての建築。軽く無駄が

なく付加的な装飾的細部を一切もたな

い）にかなり近いものもあるし、少し量

塊性と厚さや重さを感じさせるものもあ

る。そうしたものもモダニズム建築とす

るならば、最近、認定歴史的建造物となっ

た農協（JA）の建物、旧神奈川県産業組

合館（昭和13年）も、当然その

仲間としてよいであろう。

　モダニズム建築は、建設時点

での必要に最も合理的に応える

ための一種の仮設的建築である

から、短期的にはきわめて機能

的。構造もギリギリまで削って

骸骨みたいに華奢な躯体の上に

立っている緊張感に美を感ずる

感性に基づいて

いるから、無駄

はないが、逆に

余裕もないし、

ゆったり、ぽっ

ちゃり、のんび

りの包容性もな

い。だから、当

初とは異なった

用途には対応しにくく、転用が難しいと

される。それに、眼や手を楽しませてく

れる装飾的細部もないから、華やかで重

要と思しき部分を保存して、その他は復

元という方法も取りにくく、いっそ全部

建て直したほうがよいという意見に傾き

やすい。

　そうした風潮のなか、快挙ともいうべ

きモダニズム建築のすぐれた保全・活用

の工事が昨年完成した。平成23年にすで

に認定歴史的建造物となっていた慶應義

塾大学日吉寄宿舎（昭和12［1937］年）の南

寮である。もともとが、時代の最先端を

いく大学寮であったが、今回の工事によっ

てこれからも快適でモダンな寮として使

われ続けることになる。もちろん、耐震

補強がされ、創建当初すべて個室であっ

た寮室を3人部屋に間仕切りを変えるな

どの改装は施されているが、外観・内部

ともよく創建当初の姿をとどめるよう保

存修復されている。日吉寄宿舎は北寮・

中寮・南寮という同形同大の3棟と、「ロー

マ風呂」とも呼ばれた浴場棟からなるが、

最近までは中寮のみが使われていた。こ

んどは南寮だけが使われるわけだが、浴

場棟や他の2棟の活用が待ち遠しい。

横浜国立大学大学院教授　一般社団法人 横浜歴史資産調査会 副会長　吉田鋼市

関東大震災復興住宅  横浜市営外国人住宅
関東学院大学教授　一般社団法人横浜歴史資産調査会 理事　水沼淑子

新川家住宅の茅葺き屋根物語
区の郊外、今

宿の里に息づ

く明治期の茅

葺民家「新川家住宅」は、

所有者の新川功さんが大

切にされている横浜市認

定歴史的建造物。平成23

年度、約20年ぶりに茅屋根の葺き替え

が行われた。携わったのは川崎の市川

茂さんと京都府美山の中野誠さんたち

だ。関東と関西の職人さんが力を合わ

せて葺き上げた茅葺屋根は一年を経過

し、郷土の景観にすっかり溶け込んで

存在感を増している。

　縁側の障子戸の奥から笑い声が。屋根

葺きの思い出話が始まった。

　この家に76年、住み続けています。建

て替えを考えましたが、愛着を感じもっ

たいないと思い残すことに決めました。

昔は、集落に屋根講があり、茅場で刈っ

た茅を使い順番に葺き替えました。その

後、市広報誌「茅葺特集」で知った栄区の

職人さんに3回、さらに厚木の三橋さん

に本格的に葺いて頂きましたので長持ち

しました。

　今回の葺き替えは、縁あって川崎民家

園でご活躍の市川さんと巡り会いました。

最初はどうなるのかなと思いましたが、

市川さんが一生懸命にご研究され、美山

の職人さん達も頑張ってくれてとても良

い屋根になりました。近所の皆さんが珍

しい屋根だと見に来られます。裏の雑木

林と一緒に守っていければと思います。

　都市デザイン室の担当の方に現場で作

業を説明したら、新川さん共々解りやす

いと言われました。三橋さんが84歳でお

亡くなりになったので問題は屋根葺き師

でした。全国茅葺連絡協議会の小田原大

会で、中野さんのお弟子の駒さんと意気

投合したおかげで今回、実現したのです。

茅は三橋さんと同じ御殿場の山茅を使い

ました。

　三橋さんの屋根や自分の考えを参考に

昔の屋根に戻すことを考えましたが、大

野先生のご指導で関口欣也先生の調査写

真を基に類似の伊藤家旧宅（国重文・川

崎市）にならって修理することになりま

した。特に破風の形が難しいので、立体

的な模型を紙粘土で造り形を決めまし

た。図面も50枚を越えました。

　苦労しましたが、出来上がって良かっ

た。葺きあがった写真を三橋さんの奥様に

お見せしたら泣いて喜んでくれました。

　横浜で初めての仕事です。新川家住宅

はぴたっと一つになれる家といった感じ

です。自分の家の様な気持ちになりまし

た。それは、家や風土に見合った葺き方

が出来たからです。美山は山どこ、横浜

は平野。葺き厚も形も違うのです。市川

さんによると小屋裏の縄が切れていたそ

うですが、今は囲炉裏を焚かないから屋

根や縄の持ちが悪い。石油やガスストー

ブは湿気を除去出来ない。美山の茅葺の

自宅は薪ストーブの煙や熱気を屋根裏に

廻していますから真っ黒です。

　工事の時は毎日、新川家から茅葺きの

エネルギーを貰っていたので調子が良かっ

た。最近、住まいが一番人間の生命力に与

える影響が大きいと思っています。美山の

北村では茅葺の家で寝たきりの病人はいま

せん。新川さんもお肌が艶々ですね。茅葺

には不思議な力があるのです。

フェリス女学院10号館

模型を使って破風の説明

山手89-8番館

慶應義塾大学日吉寄宿舎（南寮）インペリアルビル

【横浜市】 歴史を生かしたまちづくり  新たな展開へ向けて始動！！

新川 功さん 市川 茂さん 中野 誠さん

新川家居間で和やかに会話がはずむ

〈インタビュー・写真〉
一般社団法人 横浜歴史資産調査会 常務理事　米山淳一

フェリス女学院6号館別館
　フェリス女学院6号館別館は、関東大震災後に建てら

れた山手の西洋館のひとつで、外国人向けの賃貸住宅で

あったと考えられる。

　べーリックホールやエリスマン邸、山手234番館など、

近隣に群で現存する西洋館とともに、震災後から戦前の

山手の景観をいまに伝える大変貴重な建造物である。ま

た、山手本通りに面して現存する数少ない西洋館として

も大変重要である。

　外壁は、震災後の洋館に多く見られるドイツ壁と呼ば

れるモルタルを掃き付けて仕上げられた外壁であり、表

面の凹凸が特徴的である。また、建設当初のものかは不

明であるが、外壁の一部に、完全に室内化された駐車ス

ペース（インナーガレージ）の痕跡が残っており、山手の

西洋館には珍しいものといえる。

　開口部には、縦長で木製サッシの上げ下げ窓を基本と

しながら六角形の窓が用いられ、西洋館の特徴を示す貴

重な部位となっている。また、西洋館ではあるが、和小

屋組が用いられている。【建物は非公開】

河合邸
　河合邸は、昭和4［1929］年に外国人向けの市営住宅と

して建てられた。

　外国人向けの市営住宅とは、関東大震災の被害を受け

た外国人などを対象に、横浜市が大正14［1925］年から昭

和4年までに建設した住宅のことである。山手町を中心

に計29 棟が建設されており、すべて、木造平屋建である

が、規模や形式は一様でなく、建設時期や実際の需要に

応じて建設された。市営住宅として外国人向けの住宅が

建設された事例は他都市にはない。

　河合邸は、現存する外国人向け市営住宅3棟のうちの1

棟である。玄関ポーチは半円アーチと装飾の施された円柱

で構成され、外壁には装飾プレートを配置するなど洋館ら

しさを強調しており、特徴的な外観となっている。また、

一部には、木製のよろい戸と上げ下げ窓も残されている。

　この近辺には、同時期に計7棟が建設されたが、現存

するのは河合邸のみであり、山手の歴史的景観を知る上

で貴重な建物である。敷地内には、創建当時のブラフ積

も現存している。【建物は非公開】

旧神奈川県産業組合館
　旧神奈川県産業組合館は、現在の農協（ＪＡ）の前身にあ

たる神奈川県産業組合の本部事務所として昭和13［1938］年

に建てられ、最近まで神奈川県中央農業会館別館として使わ

れてきた建物である。

　横浜税関や神奈川県庁本庁舎をはじめ、関内でも歴史的

建造物が多く残る重要な場所にあり、海岸通りから日本大通り

にかけての歴史的景観を構成する貴重な歴史的建造物であ

る。設計、施工とも清水組（現・清水建設㈱）で、基本的に

シンプルでモダンなデザインだが、正面玄関や柱形を上下に通

した垂直性の強調など、簡略化した古典主義的なデザインを

特徴とし、同時代の建物の１つの典型といえるものである。

　周辺の建物とともに、横浜の都市形成の歴史を物語る貴重

な遺構であり、神奈川県の農協の

歴史としても時代を画すモニュメント

といえる存在で、現在進められてい

る建替計画のなかで、壁面を一部

保存しながら外観を復元していく。

【建物は平成26年まで工事中】
完成イメージパース 
提供：JA神奈川県信連

新川功さん（新川家当主）
市川茂さん（茅葺を愛する文化財技術者）

中野誠さん
国重要伝統的建造物群保存地区・
京都府美山の屋根葺親方（ ）

さぎ やま

か　そ　の  うえ

加層ノ上に建設された外国人市営住宅

　横浜市では、歴史的建造物を景観面

から保全活用するため、「歴史を生か

したまちづくり要綱」に基づく登録・

認定制度を昭和63［1988］年から施行

している。赤レンガ倉庫や横浜税関な

ど、横浜の大きな魅力の1つである歴

史的建造物の保全活用を進めてきた一

方で、旧横浜松坂屋本館など認定を解

除せざるを得ない状況も起きている。

歴史的建造物への市民の関心は高く、

こうした状況も踏まえ、所有者が保全活

用をより進めやすくするための新たな制

度等の検討を行い、今回、「歴史を生か

したまちづくりの推進について」（案）と

してとりまとめた。

　この案では、建築基準法への適合

や所有者支援、市民協働などを取組

を進めるうえでの課題とし、今後、

次のような方針で施策を進めていく

こととしている。

　 ● 所有者による保全活用の支援などの

制度拡充の推進
　 ● 市民とともに守り活かす取組の推進
　 ● 歴史的建造物を魅力資源として活用

したまちづくり、賑わいづくりの推進

　制度拡充では、一定条件のもとで建築

基準法の適用除外を可能とする「（仮称）

特定景観形成歴史的建造物制度」の創設

が柱となっている。この制度は、景観条

例を改正して創設するが、外観保存と内

部の一部保存等によって、保全と活用

を一体的に行う建造物を対象とし、所

有者による保全活用の支援や、賑わい

づくりなどによる都市の活性化へ寄与

していくことを目指している。また、

人材育成、活動支援などや、歴史的建

造物を活かした都市の魅力向上なども

あわせて進めることとしている。

　今後、この案をもとに平成25年度以

降、市民意見募集を行い、条例化など制

度や施策の具体化を進める予定である。
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横浜市認定歴史的建造物に３件を認定！ 山手の西洋館２件、関内の近代建築１件を認定し、
認定件数は85件に

モダニズム建築の保全・活用と慶應日吉寄宿舎

旭

　横浜は関東大震災で大きな被害を受け

た。日本人同様、横浜で生活していた多く

の外国人たちも職場や住まいを失い、母国

や神戸などに避難した。横浜市は、外国人

の存在は横浜の復興に欠くべからざるもの

と考え、彼らの生活の拠点となる住宅を建

設することを企画し、内務省社会局長官と

同潤会会長宛に外国人向け市営住宅建設の

資金交付を申請した。その結果内務省から

10万円が交付され、日本で他に例のない外

国人向け市営住宅の供給が開始された。

　大正14［1925］年12月に根岸町鷺山に4

戸、同じく加層ノ上に1戸、大正15［1926］

年に山手に9戸、根岸町寺久保山に1戸、

昭和2［1927］年に山手に2戸が建設され、

入居希望者が多かったことから、さらに同

愛記念財団から10万円を借入し、昭和3

［1928］年山手に5戸、昭和4［1929］年に同

じく山手に7戸が建設され、昭和4年まで

に合計29戸の市営外国人住宅が誕生した。

　山手には条約改正後も広範囲にわたり永

代借地権が設定されていたが、関東大震災

後は永代借地権売却を希望する所有者が多

く現れたことから、横浜市は政府からの借

入金により永代借地権の買収を開始した。

市営外国人住宅の敷地は大正14年から昭

和2年にかけて永代借地権が抹消され、横

浜市の市有地となった土地だった。

　市営外国人住宅はすべて木造平屋建て

で、屋根はスレート葺きと瓦葺きの2種。

一戸あたりの規模は30坪から45坪まであ

り、35坪前後のものが多い。横浜市が同時

期に建設した一般向けの市営

住宅のうち最大規模の住宅で

も21坪で、15坪程度の住宅が

最も多かったことから考えれ

ば、外国人向け市営住宅は規

格外の大きさだったといえ

る。また、29戸の住宅は、規

模や間取り、外観ともに多様

であり、建設費にもかなりの

巾がある。昭和2年7月の横浜

市会での説明では､当初は同じ形式の

住宅を一定数建設する予定だったが、

外国人の事情に合わせさまざまな住宅

が建設されたという。外国人にとって

は、決して満足できる住宅ではなかっ

たに違いないが、現在確認できる市営

外国人住宅は、間取り、外観、インテ

リアいずれをとってもれっきとした洋

館に仕上がっている。

　当時の新聞によれば応募倍率は2.5倍

で、そこそこの人気を得ていたことがわ

かる。確かに最初期に建設された市営外

国人住宅は「西洋館」という華やかなイ

メージの住宅とはいささか異なり、簡素

でつつましやかな住宅だった。平成18年

に認定された山手89-8番館はこの時期の

市営外国人住宅である。一方、今回認定

された河合邸は最後期の市営外国人住宅

であることから、規模も大きく、外観に

も装飾的な要素を付け加え洋館らしさを

演出しており、外国人に好まれる住宅を

追求した成果が見てとれる。

　市営外国人住宅は、建設後しばらくは

外国人たちの住宅としてその役割を全う

した。しかし、第2次世界大戦開戦後外

国人たちは山手を去り、日本人に払い下

げられ戦後を迎えた。90年近くを経た今

日、確認できる市営外国人住宅はわずか

3棟である。

　外国人を対象にした市営住宅の建設は、

国際都市横浜ならではの震災復興事業だっ

た。市営外国人住宅事業の最初期に建設さ

れた山手89-8番館と最後期に建設された

河合邸の2棟が併せて認定されたことで、

横浜の震災復興の軌跡の一端をたどること

ができるようになった。設計は横浜市建築

課が担当しており、この2棟の市営外国人

住宅の違いは、「外国人の住まい」を真剣に

追求し、心から外国人に戻ってきてほしい

と願った当時の横浜市の切なる気持ちを表

しているといえるだろう。また、今日山手

に残る西洋館には、震災後外国人向けの借

家として建設されたとの由緒をもつ住宅も

多く、市営外国人住宅は市自らがあげた山

手復興ののろしだったのだ。併せて付け加

えれば、河合邸の認定はヨコハマヘリテイ

ジによる山手地区西洋館の再調査に端を発

したものである。山手の今後を考える契機

となることを期待したい。

　横浜の戦前創建のモダニズム建築も、

フェリス女学院10号館（昭和4［1929］年）

とインペリアルビル（昭和5［1930］年）が

すでに認定歴史的建造物となっている

し、海岸通りのエキスプレスビル（昭和5

年）、山下町の日本穀物検定協会横浜支

部（旧・耀堂ビル）（昭和7［1932］年）、伊

勢佐木町の不二家（昭和13［1938］年）な

ども健在である。モダニズム建築といっ

ても様々で、現実の建物はインペリアル

ビルや日本穀物検定協会横浜支部のよう

に、理念としてのモダニズム（荷重を支

持する壁をなくし、薄い面で包まれた

ヴォリュームとしての建築。軽く無駄が

なく付加的な装飾的細部を一切もたな

い）にかなり近いものもあるし、少し量

塊性と厚さや重さを感じさせるものもあ

る。そうしたものもモダニズム建築とす

るならば、最近、認定歴史的建造物となっ

た農協（JA）の建物、旧神奈川県産業組

合館（昭和13年）も、当然その

仲間としてよいであろう。

　モダニズム建築は、建設時点

での必要に最も合理的に応える

ための一種の仮設的建築である

から、短期的にはきわめて機能

的。構造もギリギリまで削って

骸骨みたいに華奢な躯体の上に

立っている緊張感に美を感ずる

感性に基づいて

いるから、無駄

はないが、逆に

余裕もないし、

ゆったり、ぽっ

ちゃり、のんび

りの包容性もな

い。だから、当

初とは異なった

用途には対応しにくく、転用が難しいと

される。それに、眼や手を楽しませてく

れる装飾的細部もないから、華やかで重

要と思しき部分を保存して、その他は復

元という方法も取りにくく、いっそ全部

建て直したほうがよいという意見に傾き

やすい。

そうした風潮のなか、快挙ともいうべ

きモダニズム建築のすぐれた保全・活用

の工事が昨年完成した。平成23年にすで

に認定歴史的建造物となっていた慶應義

塾大学日吉寄宿舎（昭和12［1937］年）の南

寮である。もともとが、時代の最先端を

いく大学寮であったが、今回の工事によっ

てこれからも快適でモダンな寮として使

われ続けることになる。もちろん、耐震

補強がされ、創建当初すべて個室であっ

た寮室を3人部屋に間仕切りを変えるな

どの改装は施されているが、外観・内部

ともよく創建当初の姿をとどめるよう保

存修復されている。日吉寄宿舎は北寮・

中寮・南寮という同形同大の3棟と、「ロー

マ風呂」とも呼ばれた浴場棟からなるが、

最近までは中寮のみが使われていた。こ

んどは南寮だけが使われるわけだが、浴

場棟や他の2棟の活用が待ち遠しい。

横浜国立大学大学院教授　一般社団法人 横浜歴史資産調査会 副会長 吉田鋼市

関東大震災復興住宅  横浜市営外国人住宅
関東学院大学教授　一般社団法人横浜歴史資産調査会 理事 水沼淑子

新川家住宅の茅葺き屋根物語
区の郊外、今

宿の里に息づ

く明治期の茅

葺民家「新川家住宅」は、

所有者の新川功さんが大

切にされている横浜市認

定歴史的建造物。平成23

年度、約20年ぶりに茅屋根の葺き替え

が行われた。携わったのは川崎の市川

茂さんと京都府美山の中野誠さんたち

だ。関東と関西の職人さんが力を合わ

せて葺き上げた茅葺屋根は一年を経過

し、郷土の景観にすっかり溶け込んで

存在感を増している。

　縁側の障子戸の奥から笑い声が。屋根

葺きの思い出話が始まった。

　この家に76年、住み続けています。建

て替えを考えましたが、愛着を感じもっ

たいないと思い残すことに決めました。

昔は、集落に屋根講があり、茅場で刈っ

た茅を使い順番に葺き替えました。その

後、市広報誌「茅葺特集」で知った栄区の

職人さんに3回、さらに厚木の三橋さん

に本格的に葺いて頂きましたので長持ち

しました。

今回の葺き替えは、縁あって川崎民家

園でご活躍の市川さんと巡り会いました。

最初はどうなるのかなと思いましたが、

市川さんが一生懸命にご研究され、美山

の職人さん達も頑張ってくれてとても良

い屋根になりました。近所の皆さんが珍

しい屋根だと見に来られます。裏の雑木

林と一緒に守っていければと思います。

　都市デザイン室の担当の方に現場で作

業を説明したら、新川さん共々解りやす

いと言われました。三橋さんが84歳でお

亡くなりになったので問題は屋根葺き師

でした。全国茅葺連絡協議会の小田原大

会で、中野さんのお弟子の駒さんと意気

投合したおかげで今回、実現したのです。

茅は三橋さんと同じ御殿場の山茅を使い

ました。

　三橋さんの屋根や自分の考えを参考に

昔の屋根に戻すことを考えましたが、大

野先生のご指導で関口欣也先生の調査写

真を基に類似の伊藤家旧宅（国重文・川

崎市）にならって修理することになりま

した。特に破風の形が難しいので、立体

的な模型を紙粘土で造り形を決めまし

た。図面も50枚を越えました。

苦労しましたが、出来上がって良かっ

た。葺きあがった写真を三橋さんの奥様に

お見せしたら泣いて喜んでくれました。

　横浜で初めての仕事です。新川家住宅

はぴたっと一つになれる家といった感じ

です。自分の家の様な気持ちになりまし

た。それは、家や風土に見合った葺き方

が出来たからです。美山は山どこ、横浜

は平野。葺き厚も形も違うのです。市川

さんによると小屋裏の縄が切れていたそ

うですが、今は囲炉裏を焚かないから屋

根や縄の持ちが悪い。石油やガスストー

ブは湿気を除去出来ない。美山の茅葺の

自宅は薪ストーブの煙や熱気を屋根裏に

廻していますから真っ黒です。

工事の時は毎日、新川家から茅葺きの

エネルギーを貰っていたので調子が良かっ

た。最近、住まいが一番人間の生命力に与

える影響が大きいと思っています。美山の

北村では茅葺の家で寝たきりの病人はいま

せん。新川さんもお肌が艶々ですね。茅葺

には不思議な力があるのです。

フェリス女学院10号館

模型を使って破風の説明

山手89-8番館

慶應義塾大学日吉寄宿舎（南寮）インペリアルビル

【横浜市】 歴史を生かしたまちづくり  新たな展開へ向けて始動！！

新川 功さん 市川 茂さん 中野 誠さん

新川家居間で和やかに会話がはずむ

〈インタビュー・写真〉
一般社団法人 横浜歴史資産調査会 常務理事　米山淳一

フェリス女学院6号館別館
　フェリス女学院6号館別館は、関東大震災後に建てら

れた山手の西洋館のひとつで、外国人向けの賃貸住宅で

あったと考えられる。

　べーリックホールやエリスマン邸、山手234番館など、

近隣に群で現存する西洋館とともに、震災後から戦前の

山手の景観をいまに伝える大変貴重な建造物である。ま

た、山手本通りに面して現存する数少ない西洋館として

も大変重要である。

　外壁は、震災後の洋館に多く見られるドイツ壁と呼ば

れるモルタルを掃き付けて仕上げられた外壁であり、表

面の凹凸が特徴的である。また、建設当初のものかは不

明であるが、外壁の一部に、完全に室内化された駐車ス

ペース（インナーガレージ）の痕跡が残っており、山手の

西洋館には珍しいものといえる。

　開口部には、縦長で木製サッシの上げ下げ窓を基本と

しながら六角形の窓が用いられ、西洋館の特徴を示す貴

重な部位となっている。また、西洋館ではあるが、和小

屋組が用いられている。【建物は非公開】

河合邸
　河合邸は、昭和4［1929］年に外国人向けの市営住宅と

して建てられた。

　外国人向けの市営住宅とは、関東大震災の被害を受け

た外国人などを対象に、横浜市が大正14［1925］年から昭

和4年までに建設した住宅のことである。山手町を中心

に計29 棟が建設されており、すべて、木造平屋建である

が、規模や形式は一様でなく、建設時期や実際の需要に

応じて建設された。市営住宅として外国人向けの住宅が

建設された事例は他都市にはない。

河合邸は、現存する外国人向け市営住宅3棟のうちの1

棟である。玄関ポーチは半円アーチと装飾の施された円柱

で構成され、外壁には装飾プレートを配置するなど洋館ら

しさを強調しており、特徴的な外観となっている。また、

一部には、木製のよろい戸と上げ下げ窓も残されている。

　この近辺には、同時期に計7棟が建設されたが、現存

するのは河合邸のみであり、山手の歴史的景観を知る上

で貴重な建物である。敷地内には、創建当時のブラフ積

も現存している。【建物は非公開】

旧神奈川県産業組合館
　旧神奈川県産業組合館は、現在の農協（ＪＡ）の前身にあ

たる神奈川県産業組合の本部事務所として昭和13［1938］年

に建てられ、最近まで神奈川県中央農業会館別館として使わ

れてきた建物である。

　横浜税関や神奈川県庁本庁舎をはじめ、関内でも歴史的

建造物が多く残る重要な場所にあり、海岸通りから日本大通り

にかけての歴史的景観を構成する貴重な歴史的建造物であ

る。設計、施工とも清水組（現・清水建設㈱）で、基本的に

シンプルでモダンなデザインだが、正面玄関や柱形を上下に通

した垂直性の強調など、簡略化した古典主義的なデザインを

特徴とし、同時代の建物の１つの典型といえるものである。

　周辺の建物とともに、横浜の都市形成の歴史を物語る貴重

な遺構であり、神奈川県の農協の

歴史としても時代を画すモニュメント

といえる存在で、現在進められてい

る建替計画のなかで、壁面を一部

保存しながら外観を復元していく。

【建物は平成26年まで工事中】
完成イメージパース 
提供：JA神奈川県信連

新川功さん（新川家当主）
市川茂さん（茅葺を愛する文化財技術者）

中野誠さん
国重要伝統的建造物群保存地区・
京都府美山の屋根葺親方（ ）

さぎ やま

か　そ の うえ

加層ノ上に建設された外国人市営住宅

横浜市では、歴史的建造物を景観面

から保全活用するため、「歴史を生か

したまちづくり要綱」に基づく登録・

認定制度を昭和63［1988］年から施行

している。赤レンガ倉庫や横浜税関な

ど、横浜の大きな魅力の1つである歴

史的建造物の保全活用を進めてきた一

方で、旧横浜松坂屋本館など認定を解

除せざるを得ない状況も起きている。

歴史的建造物への市民の関心は高く、

こうした状況も踏まえ、所有者が保全活

用をより進めやすくするための新たな制

度等の検討を行い、今回、「歴史を生か

したまちづくりの推進について」（案）と

してとりまとめた。

この案では、建築基準法への適合

や所有者支援、市民協働などを取組

を進めるうえでの課題とし、今後、

次のような方針で施策を進めていく

こととしている。

●所有者による保全活用の支援などの

制度拡充の推進
●市民とともに守り活かす取組の推進
●歴史的建造物を魅力資源として活用

したまちづくり、賑わいづくりの推進

　制度拡充では、一定条件のもとで建築

基準法の適用除外を可能とする「（仮称）

特定景観形成歴史的建造物制度」の創設

が柱となっている。この制度は、景観条

例を改正して創設するが、外観保存と内

部の一部保存等によって、保全と活用

を一体的に行う建造物を対象とし、所

有者による保全活用の支援や、賑わい

づくりなどによる都市の活性化へ寄与

していくことを目指している。また、

人材育成、活動支援などや、歴史的建

造物を活かした都市の魅力向上なども

あわせて進めることとしている。

　今後、この案をもとに平成25年度以

降、市民意見募集を行い、条例化など制

度や施策の具体化を進める予定である。
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